
地域コミュニティワークショップ　意見一覧（二名地区、第２回）

地域活動の担い手をどうやって取り

込み、育成するか問題

地域内コミュニケーション不足問題

・高齢者、働く世代、子の親世代の

交流不足

・自治会・地域の担い手内のコミュニ

ケーション不足

公民館を活用している若い人が少な

い問題
買い物移動困る問題 独り暮らしの増加問題 高齢化問題 幼稚園廃園問題 バンビーホームの児童数増加問題

空き家が増えているけど、その土地を

活用できていない問題

空き家が増えることで治安が心配か

も問題

行

政

が

取

り

組

む

こ

と

・活動まず知って

　→広報しみんだより活用の方法

　→若い世代を引き込む仕掛けの場

をつくる

・人材育成活動として許可・承認する

・行政のお墨付きがあれば活動しやす

い

＜課題＞

・今の役員が辞めたら、会自体が存

続しない

・地域で担ってきたことができなくなって

いる

・空き家や空き地に人は入ってきてい

るがつながりは低い

・市のイベントを奈良駅から学園前

ホールに移す

・お金がかかる

・分館はお金がかからない

・せまくなってきている

・場所が悪い

・駐車場が少ない

・貸主は固定資産税軽減

・行政が補助

・ヘルパー地域への配食

・介護スタッフへの担い手を増やす

・介護士の資金UP

・女性の独り暮らし・・・カラオケ

・独り暮らしの人のデイサービスなどの

利用（介護予防など）

・二名公民館にしか設備がない

・健康

・特養が少ない＆高い

・グループホーム（費用高い）

・買い物バス要望

・買い物のあとの荷物が大変

・こども園にすれば人が増える

・子育てが苦手な人の助けになる

・お金があれば

・奈良にお金が落ちる仕組みを作る

・幼稚園が無くなると小学校もなくなる

かも

・青和幼稚園の駐車場がせまい

・二名幼稚園の教育レベルを上げる

・青和幼稚園に募集が来すぎて苦情

が来ている

・育休の制度が充実してきているが、

未だに子育てと仕事のバランスが難し

い

・保育園を増やすなどバンビーホームも

増やして欲しい

・地域ミーティングでバンビーホームを

新しくするという話が決まった

・子ども一人当たりの面積が決まって

いるから広げないといけない

・順番待ち状態

・空き家の所有者の意識向上

・新住民を入れる（リフォーム助成）

・農業の担い手（やりたい人）を連

れてくる

・空き家の解体費用補助

・税制で空き家解消する（手放すよ

うに促す

・地主へ行政から指導

・警察がパトロールしてくれる

・行商さんの利用

・隣人に頼む（気を遣う）

・既存サービスを利用（スーパー宅

配）

・行商の販売スーパーを設置

　魚、野菜

・コミュニティスーパー

・JAに場所を提供

・県からの委託で

・空き家を地主から市が借りて避難所

に

・地主→固定資産税／市→借地料

を相殺するイメージ

・地域行政で空き家の活用方針を考

える

・頑張って空き家を壊したり、売るもの

を作る

・誰かに所有者を尊重した利活用は

OK

・空き家を借りて高齢者サロンにする

・空き家を学生専用ハウスに

・若者を呼ぶ

・子どもの非行の場になるのいや

・利活用をすすめる

・スーパーなどの送迎バス

・一人分の食材

・買い物サポーター

・ニーズは増えている

・近くに店がない

・グループで生協（コミュニケーションも

とれる）

・露店でやっている

・荷物を運んでくれるサービス

・東急電鉄駅前再開発の例

・子どもの繋がりが無くなると大人の繋

がりが無くなる

・友達がいるところが良い

・住民の間で問題意識の差がある

・問題を共有する

・近所に友達がいなくなる

・私立の幼稚園にあずける人が増えて

いる

・私立幼稚園に人があつまりすぎるの

は仕方ない

・幼稚園に入れるようになるまで公民

館に預ける人がいた

・人気の幼稚園にあつまる

・昔にくらべて近所で子育てを助けてく

れる人が減っている

・公園で遊んでいると近所の人からす

るとうるさい

・核家族世帯が増えていて、おじい

ちゃんおばあちゃんが面倒見れない

・共働きが増えている

・空き家の情報を市へあげるため集約

・集約しようとしているが難しいので行

政にがんばってもらう

・地域団体と不動産などを活用相談

・仕事を生む（仕事あればかえってく

る）

・所有者が分からない家、荒れている

家の草刈り

・防犯防災パトロールやっている
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・交替制（従来の人をサポートす

る）によって併用

・リーダーを支える存在必要

・お手伝いを楽しんでみる

・役員になる前の準備期間をつくる

・周りの意識を変える

・住み続けて、地域に恩返ししようとい

う気持ちを育む

・やって見たい人をどう引き込むか

・やってみたら楽しかった

・役員すると人のつながりができる（人

脈）できることを伝える

・どんな人でもくじ引きで役割を決める

・強制的に

＜課題＞

・新住民にとって「地域へのなじみ」が

少ない

・地域活動に入る一歩手前の場が無

い

・市政についての勉強会をする ・協働して食事提供の拠点を設置

・空き家活用（台所・販売）

・事業継続性（ボランティア☓）

・男性向け料理教室

・食事宅配サービス

・宅配のご飯はダメ（高齢者）

・食事ヘルパー

・有償ボランティア

　ー食事／掃除／家事代行

・食事めんどくさい

・家事は女性の仕事という考え方

・週２−３デイサービス

・薬の管理大変

・おいしいちゃんとした食事の提供

・介護サービス利用しやすく

・働いているので食事サービス（機

会・配達）利用したい

市

民

・

個
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・どんな活動をしているか知る→実はし

たい人がいるのでは？「お手伝いして

もらえないか？」

・後継の方に次の仕事を知ってもらう

ため

・楽しいという口コミ力

・おしなべて順番にする

・役員は期限を決める

＜課題＞

・優秀な人が埋もれている

・社会が忙しすぎる

・役が集中して楽しむ余裕が無い

・楽しみを感じてもらってから次世代へ

どう引き継ぐか

・役員のマンネリ化

・人材（婦人会・万年青年クラブ・ふ

れあいの会）

・自主防犯組織パトロール制

・消防団縮小

・地域で共通して感じている話題につ

いて話し合う機会づくり

・住民同士の共通する話題作り

・自治会・自治連合会の会議で議

論・協議する雰囲気を作る

・自治会同士のコミュニケーション不足

・ボトムアップの雰囲気づくり

・会議の前に自前のアンケートで課題

を拾い上げる

・旧住民と新住民がお互い尊重して

交流する

・夏祭りは二名・西登美ケ丘でそれぞ

れ、子どもは自由に参加している

・女性のコミュニケーションはとれている

（問題は男性）

・自治会をバックアップする組織（グ

ループ）を作る

・公民館を中心としたサークル活動

・開発の時に自治会に入ってもらうよう

働きかける

・情報が地域内で共有できていない

・見守り運動をしているのに保護者が

あいさつしない

・一軒家にマンション感覚で住んでい

る若者多い

・週に一回家族揃って食事する

・コミュニケーションを強制的に作るよう

にする（罰金制）

・先導してくれる人が必要

・何かしたいと思っている人多い

・自分が先導役など自分のことに手が

まわらない

・子育てを終えた方が先導してくれれ

ば

・子どもを集めるためにメッセージ発信

・情報の共有ができてない

・親子で住んでいる人たちに情報共

有できていない

・ニーズもある

・担い手もいる

・学校帰りなどにも気軽に利用できる

・地域の人を知る

・デイサービス＋レストラン＋子どもの

遊び場

・食堂おしゃれなレストラン＋子ども連

れ

・子ども食堂お手伝い見守りになる

・元気やけど働いていない人がいる

・場所があればできる

・自分が仕組みを作れば働くママのオ

タスケマンできる

（長期ビジョン）行政も地域も一丸となって、子育て世代から高齢者までが安心して暮らせる地域づくりを実現することが理想的な状況。 

そのため、短期・中期の取組みで、地域がつながり、自主的な取組みが推進していくことで、こういった大きな課題にも取り組めて行くと考える 

(短期ビジョン)日常のあいさつからコミュニケーションを 

地域を支える担い手育成のキッカケづくりおこない、知ること・

伝わることを重視する (中期ビジョン)新たな地域の担い手を育成し、地域ニーズに沿ったチャレンジを支える仕組みを作る 

（中長期ビジョン）公民館活動や地域の教育への施政を強みとし、教育や高齢化、買い物難民、空き家など大きな課題は、 

地域と行政の連携を成熟し、地域の課題として、地域の声としても伝える状況づくりを目指す 
(短期ビジョン)役員を支える体制を検討する 


